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職務経歴書 

氏  名 ：栃木 歌子(00歳) 

現 住 所 ：栃木県宇都宮市〇丁目〇番地〇号 

自宅電話 ：028-000-0000 

携帯電話 ：090-0000-0000 

E-mail   ：utakotochigi@……….ne.jp 

 

  希望職種   
一般事務（企画職補佐） 

  志望動機   
１．貴社の斬新な商品企画に共感しました。特に〇〇〇博物館での企画や造形物には他社にはない

新しい発想があり、子ども達からお年寄りまで広く理解してもらえるための工夫に感心しまし

た。 

２．今まで学習してきたデザインの知識や仕事を通じて得られた経験が、貴社の企画業務に活かせ

ると考えています。 

  これまで就いた仕事   
■平成〇〇年〇月 居酒屋〇〇 新橋店にてアルバイトとして勤務 

【勤務先概要】 席数 60  従業員 15人  平均来店者数１日当たり約 400人 

【勤 務 形 態】 ホールスタッフとして週 5日勤務 

【業 務 内 容】 接客、調理補助、集客のためのチラシ作成・配布 

【工夫したこと】 

・「おすすめメニュー」を毎日手書きで作成するように提案しました。料理ポイントと一緒に旬の

素材のイラストなど自分の得意な分野を活かすことで、「おすすめメニュー」の売上が前年比

120％の伸びを記録。また、夏の生ビール「夏祭り」を企画し、店の入り口に夏らしいオブジェを

制作、商店街の注目を浴びました。 → お客様の興味をひくためのポイントを学ぶことができ

ました。 

・忘年会、新年会、夏祭りの時期には手書きのチラシとサービス券を持って近隣オフィスを訪問し、

宴会予約を全部で 27件取ることが出来ました。 → 交渉力を身につけることができました。 

・忙しいときでも笑顔を忘れずに、常にお客様の気持ちになって対応してきました。突然の雨で帰

りに困っているお客様には、置き傘を貸したことで、そのお客様が常連となったこともありまし

た。→ マニュアルだけではなく、相手を考える大切さを学びました。 

■平成〇〇年〇月 １年で退職 その後、彫刻家としての活動を開始。 

  正社員になりたいと思った理由   
１．３年間彫刻家として活動しましたが、活動に限界を感じ、今後は多くの人に受け入れられる“も

の創り”に関係した仕事に就きたいと思っています。 

２．アルバイトであっても、スタッフやお客様から信頼が得られるよう、正確な仕事に努めてきま

した。正社員という立場をいただけましたら、より一層組織の一員としての自覚を持ち、取引

先と末永い信頼関係を築いていきたいと思います。 

  自己 PR   
私は人から相談を受けることが多くあります。それは、私が“聞き上手”だからだと自負しており

ます。人の話をまず良く聞く、そして相手が私に何を言って欲しいのか、それとも話を聞いて欲し

いだけなのかを感じ取るようにしています。 

以 上  

 


